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ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会

　

夏
休
み
恒
例
の�
ふ
る
さ
と
祭
り�
が
今
年

も
夏
を
飾
る
べ
く
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
野
木
町

お
は
や
し
保
存
会
や
太
鼓（
お
は
や
し
）教
室
の

受
講
生
に
よ
る
上
演
な
ど
で
楽
し
く
納
涼
祭
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
向
け
の
ゲ
ー
ム
で
は
参
加
賞

も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

お
は
や
し
に
聞
き
入
っ
た
り
、
踊
り
の
輪
に

加
わ
っ
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
で
、

今
年
の
夏
を
思
う
存
分
、
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

　公民館では、町民の皆様のさまざまな学習

ニーズにお応えしていくひとつの方法として、

公民館で行う講座に関するアンケートを実施し

ています。ご意見・ご協力お願いします。

　アンケート用紙は、４月末に全戸配付いたし

ました。「生涯学習ガイドブック」の巻末の

ハガキをご利用ください。

※公民館のカウンターにあります集計ボックス

へ投函してください。

　１階ロビーの掲示板には、町内、町外

のイベント情報などが掲示されています。

２階では、掲示板と穴あきパネルを利用

して作品の展示ができます。（利用申請

が必要です。）また、階段の壁には各小・

中学校の生徒さんの美術作品も展示して

あります。



　

６
月　

日
、
文
化
研
修
の
「
世
界

１０

の
名
画
鑑
賞
」
と
「
皇
居
東
御
苑
の

見
学
」
に
参
加
し
ま
し
た
。　

名
が

４０

参
加
し
、
車
中
で
は
和
気
あ
い
あ
い

の
内
に
皇
居
に
着
き
ま
し
た
。
花
菖

蒲
が
見
事
に
咲
い
て
い
る
東
御
苑
の

天
守
台
、
松
の
廊
下
跡
な
ど
散
策
し
、

昼
食
は
お
堀
端
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に

て
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
目
下
話
題
に
な
っ
て
い
る
東

京
国
立
博
物
館
で
開
催
中
の
「
レ
オ

ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
の
絵
画

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
大
変
な
人
気
で
、

長
蛇
の
列
、
約　

分
待
ち
状
態
で
し

３０

た
が
、
展
示
品
の
「
受
胎
告
知
」
の

作
品
の
前
で
は
、
感
嘆
の
声
が
ま
わ

り
か
ら
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も

作
品
の
魅
力
を
堪
能
し
、
名
画
を
間

近
に
見
ら
れ
、
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。
３
時
に
博
物
館
を
後
に
し
、
大

変
有
意
義
な
文
化
研
修
に
皆
さ
ん
満

足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。
次
回
の
文

化
研
修
に
期
待
し
て
、
ま
た
ぜ
ひ
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

か
ら
っ
と
晴
れ
上
が
っ
た
６
月　
１７

日
に
、
第
一
回
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
種
目
を
増
や
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
４
チ
ー
ム
、
個

人
戦
に　

名
、
ペ
タ
ン
ク
に
３
チ
ー

２７

ム
、
輪
投
げ
に
３
チ
ー
ム
が
参
戦
し

ま
し
た
。
日
頃
よ
り
慣
れ
親
し
ん
で

い
る
方
々
ば
か
り
な
の
で
、
す
ぐ
に

試
合
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
広
い
グ

ラ
ン
ド
を
「
サ
ッ
サ
ッ
」
と
歩
き
、

暑
い
中
、
最
後
ま
で
集
中
力
を
切
ら

さ
ず
、
真
剣
に
競
技
す
る
姿
に
役
員

の
方
も
励
ま
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
が
２
回
も
出
る
な
ど
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
大
変
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月　

日
、
ホ
ー
プ
館
に
お
い
て
、

２０

分
館
主
催
の
「
お
楽
し
み
会
（　

歳
７０

以
上
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前

　

時
よ
り
、
副
町
長
、
公
民
館
長
の

１０挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
傘
寿

者
（　

名
）
に
記
念
品
の
贈
呈
を
行

１７

い
ま
し
た
。

　

式
典
が
終
わ
り
、
第
二
部
の
演
芸

会
で
は
、
司
会
者
が
事
前
に
出
演
団

体
の
方
々
と
話
し
合
い
、
そ
の
団
体

の
特
徴
を
と
ら
え
、
会
場
の
ム
ー
ド

づ
く
り
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
民
謡
、
オ
カ
リ
ナ
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
演
歌
、
舞
踊
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
次
々
と
披
露
さ
れ
、
常
日

頃
の
練
習
の
効
果
が
随
所
に
み
ら
れ
、

生
き
生
き
と
舞
台
狭
し
と
動
き
回
っ

て
い
る
姿
が
印
象
的
で
と
て
も
す
ば

ら
し
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
演
技
途
中
、
お
楽
し
み
抽

選
会
を
行
い
ま
し
た
。
皆
、
一
喜
一

憂
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
人
が
大

勢
い
ま
し
た
が
、
途
中
で
帰
っ
て
し

ま
っ
た
方
も
い
て
と
て
も
残
念
で
し

た
。

　

最
後
に
区
長
、
自
治
会
長
な
ど
の

ご
協
力
で
１
４
３
名
の
参
加
者
を
募

っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
出
演
団
体
、
ス
タ

ッ
フ
の
皆
様
、
暑
い
中
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を

得
、
分
館
行
事
の
一
環
と
し
て
こ
れ

か
ら
も
「
お
楽
し
み
会
」
を
続
行
し

て
行
こ
う
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
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【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局）�（57）4188



　

親
和
会
…
永
い
歴
史
を
持
っ
て
い

る
会
で
す
。
町
公
民
館
を
会
場
に
月

３
回
、
小
川
啓
子
先
生
の
指
導
の
下

で
、
時
に
は
厳
し
さ
が
あ
っ
て
も
和

気
あ
い
あ
い
と
練
習
に
熱
を
入
れ
て

い
ま
す
。
お
腹
か
ら
の
発
声
に
楽
し

く
、
癒
さ
れ
る
空
間
も
ま
た
オ
ツ
な

も
の
で
す
よ
。

　

親
和
会
も
今
や
町
文
協
会
の
花
形

サ
ー
ク
ル
…
か
な�
ひ
ま
わ
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
文
化
祭
、
歌
謡
部
合

同
発
表
会
、
民
踊
舞
踊
部
と
の
お
さ

ら
い
会
な
ど
の
活
動
を
展
開
。
他
市

町
へ
の
出
演
、
慰
問
に
も
参
加
し
、

年
に
３
〜
４
回
、
花
見
や
ら
カ
ラ
オ

ケ
ハ
ウ
ス
な
ど
で
の
談
笑
に
大
輪
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
会
員
随
時
募
集
中
。
１

度
の
ぞ
い
て
見
て
は
い
か
が
で
す
！

●
練
習
日　

月
３
回
（
木
曜
日
）
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１０

　
　
　
　
　

町
公
民
館

●
連
絡
先　

須
田　

栄

　
　
　
　
　
�
（　

）１
８
８
１

５５

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
ソ
ン
グ
に
の
っ
て
、

優
雅
に
、
笑
顔
で
楽
し
む
「
ダ
ン
ス
」

で
す
。
３
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
の
サ
ー
ク
ル
な
の
で
会
員
数
は
少

な
い
で
す
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と

「
明
る
く
・
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
気
持
ち
の
い
い
汗
を
か
き
レ
ッ
ス

ン
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

優
し
い
動
き
な
の
で
、
ど
な
た
で

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。

　
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」
で
心
と
身
体
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

　

ぜ
ひ
、
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
練
習
日　

第
１
・
２
・
３
月
曜
日

　
　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜　

時　

１０

３０

１２

　
　
　
　
　

ホ
ー
プ
館

●
連
絡
先　

高
畑

　
　
　
　
　
�
（　

）２
５
６
４

５６

　

子
ど
も
を
連
れ
た
若
い
マ
マ
さ
ん

か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の

お
母
さ
ん
が
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
ハ
モ
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
先
生
の
ご
指

導
で
笑
い
が
絶
え
な
い
２
時
間
は
、

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
忘
れ
さ
せ
、
ま

た
、
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

る
こ
と
請
合
い
で
す
。

　

今
年
の
活
動
は
、
３
月
に
栃
木
県

大
会
、
７
月
に
山
梨
県
で
の
関
東
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
気

楽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
練
習
日　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時

１０

１２

　
　
　
　
　

町
公
民
館

●
連
絡
先　

森
内　

美
智
子

　
　
　
　
　
�
（　

）２
２
８
７

５７
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文
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会　
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謡
部

親 
和 
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ク
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フ
ラ
オ
・
ラ
ウ
レ
ア

コ
ー
ラ
ス

コ
ー
ロ
・
ブ
リ
ラ
ン
テ

　公民館、町体育センター、町施設
などで活動している団体の方でご希
望がございましたら、館報編集委員
会事務局までご連絡ください。

�（57）4188
※掲載につきましては、編集委員
会で検討し、決定させていただ
きます。
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【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局）�（57）4188

　「歴史の散歩道」と題しまして“野木町の歴史紹介”（全６回予定）をこのページで特集していま
す。読者の皆さんといっしょに、楽しみながら、野木町の生い立ちを知っていきたいと思います。
なお、この記事は、野木町郷土史研究会のご協力をえて、寄稿していただいたものです。
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第２回  人はいつ頃から野木に住んだのでしょう
　

氷
河
期
の
日
本
列
島
は
大
陸
と
陸

続
き
で
あ
っ
た
の
で
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ

ウ
・
オ
オ
シ
カ
・
野
牛
な
ど
の
動
物

を
追
っ
て
大
陸
か
ら
人
が
移
住
し
て

き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
終
氷
河

期
の
最
盛
期
以
降
約
１
万
８
千
年
前

ご
ろ
か
ら
除
々
に
温
暖
化
が
進
み
、

約
１
万
１
千
５
百
年
前
に
は
常
緑
針

葉
樹
林
の
広
が
っ
て
い
た
地
域
に
落

葉
広
葉
樹
林
が
拡
大
し
て
い
き
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
は
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ

や
オ
オ
シ
カ
は
絶
滅
し
、
ニ
ホ
ン
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
が
現
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
温
暖
化
は
さ
ら
に
進
み
、
約
８

千
５
百
年
前
頃
に
は
日
本
海
に
暖
流

が
流
れ
込
み
、
日
本
列
島
は
照
葉
樹

林
と
落
葉
広
葉
樹
林
に
お
お
わ
れ
、

現
在
の
姿
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

約
８
千
年
前
か
ら
は
海
面
上
昇
が

急
速
に
進
み
、
約
５
千
年
前
〜
６
千

年
前
に
は
鬼
怒
川
や
古
利
根
川
の
浸

食
谷
に
海
水
が
侵
入
し
、
奥
東
京

湾
・
鬼
怒
湾
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
縄
文
海
進
あ
る
い
は
有
楽
町

海
進
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
時
期

の
奥
東
京
湾
が
現
在
の
谷
中
湖
周
辺

で
本
新
田
辺
り
ま
で
が
海
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

野
木
に
人
が
住
ん
だ
の
は
旧
石
器

時
代
の
よ
う
で
、
そ
の
時
代
の
遺
跡

が
昭
和　

年
７
月
、
県
営
畑
地
帯
総

６３

合
土
地
改
良
に
伴
う
、
栃
木
県
文
化

振
興
事
業
団
に
よ
る
発
掘
調
査
で
、

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
南

側
の
野
木
会
館
前
の
道
路
を
古
河
市

に
向
か
っ
て
約
１
０
０
ｍ
進
ん
だ
道

路
西
側
の
畑
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
野
木
Ⅲ
遺
跡
」と
呼
ば
れ
る
こ
の

遺
跡
で
は
、
田
原
ロ
ー
ム
層
（
上
層

が
約
１
万
２
千
年
前
、
基
底
が
約
２

万
４
千
年
前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）

の
中
か
ら
ナ
イ
フ
形
石
器
・
掻
器
・

石
刃
状
剥
片
・
剥
片
な
ど
約　

点
が

３０

直
径
３
ｍ
ほ
ど
の
範
囲
か
ら
出
土
さ

れ
て
い
ま
す
。
石
質
は
掻
器
が
石
英

か
メ
ノ
ウ
、
そ
の
他
は
安
山
岩
や
チ

ャ
ー
ト
（
放
散
虫
の
遺
骸
が
深
海
底

で
固
結
し
た
化
石
）
で
し
た
。
石
器

時
代
を
代
表
す
る
石
器
は
ナ
イ
フ
形

石
器
な
ど
で
す
が
、
こ
の
遺
跡
の
発

見
に
よ
り
、
約
１
万
２
千
年
前
の
野

木
の
台
地
で
人
類
が
活
動
し
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
県
南
の
旧

石
器
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
小
山
市

出
井
の
本
郷
前
遺
跡
・
栃
木
市
北
部

の
星
の
遺
跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（
軽
部
重
夫 
記
）

※
次
回
は「
縄
文
時
代
の
遺
跡
紹
介
」

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

野木Ⅲ遺跡出土石器図　野木町史歴史編より
（資料提供　栃木県文化財振興事業団）


